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平
成
30
年
第
２
回
臨
時
会

　
平
成
30
年
伊
万
里
市
議
会
第
２
回
臨
時
会
が
５
月
21
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
臨
時
会
で
は
、
条
例
議
案
１
件
、
一
般
議
案
４
件
、

人
事
議
案
４
件
、
予
算
議
案
２
件
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
条
例
議
案
１
件
に
つ
い
て
は
継
続
審
査
と
な
り
、
そ

の
他
の
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
、
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
特
別
職
の
職
員
の
退
職
手
当
の
特

例
に
関
す
る
条
例

　
市
長
の
現
任
期
に
係
る
退
職
手

当
や
、
市
長
の
現
任
期
中
に
選
任
・

任
命
さ
れ
た
副
市
長
、
教
育
長
、

監
査
委
員
な
ど
の
退
職
手
当
を
支

給
し
な
い
こ
と
と
す
る
た
め
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。（
継
続

審
査
）

■
副
市
長
の
選
任

　
副
市
長
　
江
頭
興
宣
氏
が
本
年

４
月
26
日
に
退
職
し
た
こ
と
に
伴

い
、
新
た
に
泉
秀
樹
氏
を
選
任
し

た
も
の
で
す
。

■
教
育
長
の
任
命

　
教
育
長
　
森
哲
也
氏
が
本
年
４

月
26
日
に
辞
職
し
た
こ
と
に
伴

い
、
新
た
に
松
本
定
氏
を
任
命
し

た
も
の
で
す
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
委
員
　
松
本
定
氏
の
辞
職
に
伴

い
、
新
た
に
酒
見
良
司
氏
を
任
命

し
た
も
の
で
す
。

■
監
査
委
員
の
選
任

　
委
員
　
林
大
作
氏
の
平
成
29
年

10
月
28
日
付
け
の
退
職
に
伴
い
、

新
た
に
井
関
勝
志
氏
を
選
任
し
た

も
の
で
す
。

■
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
へ
の
寄
附

を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
返
礼
割
合

を
見
直
し
、
返
礼
に
要
す
る
経
費

な
ど
を
追
加
す
る
た
め
、
一
般
会

計
の
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ

13
億
５
６
８
４
万
４
０
０
０
円

を
追
加
し
た
も
の
で
す
。
補
正

後
の
予
算
総
額
は
、
２
４
３
億

３
１
８
４
万
４
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

■
平
成
30
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
平
成
29
年
度
決
算
に
お
い
て
歳

入
不
足
が
生
じ
る
見
込
み
で
あ
っ

た
た
め
、
平
成
30
年
度
の
歳
入
を

繰
り
上
げ
て
充
用
し
た
も
の
で
す
。

条
例
議
案

人
事
議
案

予
算
議
案

副市長
泉 秀樹 氏（61 歳）
元伊万里農林事務所長

教育長
松本 定 氏（65 歳）
元伊万里中学校校長

監査委員
井関 勝志 氏（63 歳）
元伊万里市市民部長

　
４
月
29
日
付
け
で
、
春
の
叙
勲
・

褒
章
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

の
受
章
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

春
の
叙
勲
・
褒
章
受
章

お
め
で
と
うご

ざ
い
ま
す

叙　

勲

▼
森
　
直

す
な
お

さ
ん
（
立
花
町
）

　
元
公
立
高
等
学
校
長

瑞
宝
小
綬
章

 

叙
勲
に
つ
い
て

　
国
や
公
共
の
た
め
に
功
労
の

あ
っ
た
人
、
社
会
の
各
分
野
に
お

い
て
優
れ
た
行
い
の
あ
っ
た
人
な

ど
に
対
し
、
国
と
し
て
そ
の
功
績

や
業
績
を
表
彰
す
る
た
め
に
、『
栄

典
制
度
』
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
栄
誉
の
し
る
し
と
し
て
勲
章

や
褒
章
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
る
勲
章

の
中
で
、
瑞
宝
章
は
、
公
務
な
ど

に
長
年
に
わ
た
り
従
事
し
、
成
績

を
挙
げ
た
人
に
授
与
さ
れ
る
勲
章

で
す
。
勲
等
（
勲
章
の
等
級
）
を

授
け
、
勲
章
を
与
え
る
こ
と
を
叙

勲
と
言
い
ま
す
。
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インフォメーション

６月は環境月間です

　毎年６月５日は、国連により『世界環境デー』と定められています。わが国でも、環境基本法によりこの日
を『環境の日』と定め、６月の１か月間を『環境月間』と位置づけ、全国各地で普及啓発活動が展開されてい
ます。皆さんもこの機会に、身の周りの環境について考えてみましょう。

● 問合先  環境課リサイクル推進係（　 ☎㉓２１４５）
〓 市のごみの量とリサイクル率 〓

【グラフ２】
リサイクル率の推移

リサイクル率

H25 H26 H27

20.6
20.0

15.0

0
H28 H29

単位：％

13.013.6

14.3

19.5

（年度）リサイクル率

※小さいものは紙袋に入れて、こぼれないようにしましょう。
※アルミ缶とスチール缶は、きちんと分別してください。

瓶　類缶　類

④アルミ缶

⑤スチール缶

⑥一升瓶 ( 茶色・緑色）

⑦ビール瓶

紙　類

①新聞紙

②段ボール

③雑誌など

▷新聞、折り込みチラシ

▷週刊誌、カタログ、トイレッ
　トペーパーの芯

しん

、ティッシュ
　ペーパーの空箱、包装紙など

　リサイクルサンデーは、地区ごとに毎月１回決められた日曜日に、新聞紙や
雑誌、空き缶、瓶などの家庭から出た資源ごみを分別し、回収する取り組みです。
　伊万里市のリサイクル推進の柱の取り組みですが、年々、回収される量は減
少傾向にあります。資源化だけでなく、地区の収入にもつながるリサイクルサ
ンデーを活用しましょう。

▍ごみを減らすためには

　平成 29 年度の伊万里市のごみの総排出量は、14,985
トン【グラフ１】で、平成 28 年度に比べ約 500 トン増
加しました。
　また、平成 29 年度のリサイクル率（ごみ排出量に対す
る資源化量の割合）は、19.5％【グラフ２】で、平成 28
年度に比べて 1.1 ポイント下降しました。

▍リサイクル推進の柱は、『リサイクルサンデー』

　ごみを減らすために、ちょっとした行動や心がけでできる
取り組みがあります。あなたも今日から始めてみませんか。

①水切り運動
　生ごみを出す時は、水切りをしましょう

② 30・10 運動
　外食や宴会の時には適量を注文し、残さず食べま
　しょう

③マイバッグ運動
　マイバッグを持参し、レジ袋を断りましょう

ー 今すぐ取り組める　３つの運動 ー

リサイクルサンデーのメリット

　①紙類の資源化
　②缶類の直接資源化
　③瓶の再利用
　④回収量に応じた地区の収入

15,000
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0
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単位：t

14,490

H28 H29

15,07715,06315,110 14,985

粗大ごみ

燃えない
ごみ

燃える
ごみ

（年度）総排出量

【グラフ１】
総排出量の推移
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インフォメーション

　暑くなる時期に発生しだす蚊は不快の元になり、さまざまな病気の媒体にもなってしまいます。
　しかし、やぶ蚊は、市民の皆さんのちょっとした心がけで、発生を防ぐことができます。
　成虫になってから駆除するよりも、身近な水たまりをなくし、水中に生息するボウフラ ( 幼虫 )
を退治することが最も効果的です。

　どうしても水がたまってしまう雨水升などには、フタの間に目の細かい

ネットなどを挟み、蚊が卵を産みつけられないようにしましょう。また、

発生した場合にも外に出ることができないので、結果的に発生を防ぐこと

ができます。

暑くなる前に水たまりの対策をするだけで、蚊の発生を大きく
減らすことができます。
近所の皆さんで協力して取り組むことも重要です。

ー どうしても水がたまる場所にはネットを ー

ふだんは伏せておくようにする 水を抜き、軒下など雨がたまらない場所
に置く

布などをかぶせ、蚊が内側に入れないよ
うにする

空き缶・空き瓶 古タイヤ

↑対策した雨水升

ヒトスジシマカ

白黒のまだら模様

住宅地や公園などに生息

少量の水場から発生

人が近づくと刺す

行動範囲は半径 30 ㍍程度

自宅周りの発生源を
なくすことが大切です

バケツ

▍ヒトスジシマカ（やぶ蚊）の特徴

▍こんなところが発生源

一度の産卵で、50 〜
100 個程度の卵を産み
つけ、10 日程度で成
虫になり、どんどん発
生していきます。

〓 生活環境を点検し、やぶ蚊対策をしましょう 〓

● 問合先  環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）
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インフォメーション

組織体制の強化と人事異動

　市民部長寿社会課長（50 歳）、教育委員会教育施設
課長（49 歳）、総務部情報広報課情報推進係長（41 歳）
など、若手職員を重要ポストなどに登用し、事務事業を
一層推進します。

　市民部市民課長（管理職）のほか、税務課収納対策室
係長、長寿社会課高齢福祉・介護認定係長に女性職員を
積極的に登用するなど、女性役職員を適所に配置し、新
たな視点、発想による更なる市民サービスの向上を目指
します。
▷部・課長　　　  1 人→   2 人（1 人昇格）
▷副課長・係長　36 人→ 38 人（2 人昇格）
▷主査・主任　　33 人→ 41 人（8 人昇格）

『伊万里湾総合開発・国道対策課』を建設部へ移管
　西九州自動車道の整備促進に伴い、用地収用業務を担
当する土地開発公社と『伊万里湾総合開発・国道対策課』
との連携が必須となっています。また、国道 204 号バ
イパスや臨港道路七ツ島線の整備が進められる中で港
湾、国道、県道、市道の担当課間の緊密な連携が不可欠
となっています。これらの理由から、『伊万里湾総合開発・
国道対策課』を政策経営部から建設部に移管しました。

『教育施設課』の新設
　平成 30 年度以降に伊万里中学校の建て替えなど、教
育委員会での業務量の大幅な増加が見込まれます。この
ため、設計業務や施工監理業務などの精度を更に向上さ
せることを目的に、教育総務課施設係を課に格上げし『教
育施設課』として管理職を配置しました。

水道部の再編
　有田川浄水場での高度浄水施設更新事業が完了したた
め、『おいしい水プロジェクト室』を廃止しました。また、
浦ノ崎浄水場や滝川内浄水場など水道施設の耐震対策に
専門的に対応するため、新たに工務課内に『水道施設係』
を設置しました。

若手職員の登用による事務事業の積極的な推進

女性職員の積極的な登用

体制強化の取り組み

　４月の定期異動は、市長選挙を控えて最小限の異動となっていました。このため今回の人事異動では、空
席となっていた役職などを補充するとともに、業務状況に応じた適正な定員管理を行う中で、若手職員や女
性職員の登用、長期在職者を解消する人員配置などによって、職員の意識改革の促進と資質の向上を目指し
ました。また、体制強化の取り組みとして、課の新設・移管などを行いました。

辞令交付式で異動職員に檄を飛ばす深浦弘信市長（左）

（
平
成
30
年
５
月
15
日
付
）

※
表
記
中
の
省
略

　（
兼
）＝
兼
任
、（
併
）＝
併
任

【
部
長
級
】

▽
総
務
部
長
＝
古
場
博

▽
建
設
部
長
＝
橋
口
民
男

▽
水
道
部
長
＝
中
里
憲
二

▽
政
策
経
営
部
副
部
長
（
兼
）
企

画
政
策
課
長
（
兼
）
男
女
協
働

推
進
課
長
＝
桑
本
成
司

▽
政
策
経
営
部
副
部
長
（
兼
）
ま

ち
づ
く
り
課
長
（
兼
）
伊
万
里

暮
ら
し
応
援
課
長
（
兼
）
国
際

戦
略
室
長
＝
多
久
島
功

▽
市
民
部
副
部
長
（
兼
）
福
祉
課

長
＝
前
田
文
博

▽
産
業
部
副
部
長
（
兼
）
農
山
漁

村
整
備
課
長
（
兼
）
検
査
監
（
兼
）

技
術
監
（
併
）
土
地
改
良
区
事

務
局
長
＝
中
島
智

▽
建
設
部
副
部
長
（
兼
）
伊
万
里

湾
総
合
開
発
・
国
道
対
策
課
長

＝
山
口
貴
弘

▽
水
道
部
副
部
長
（
兼
）
管
理
課

長
＝
杵
嶋
尚
武

▽
教
育
副
部
長
（
兼
）
教
育
総
務

課
長
＝
力
武
浩
和

【
課
長
級
】

▽
総
務
部
秘
書
課
長
＝
岩
﨑
友
紀

▽
総
務
部
総
務
課
長
（
兼
）
防
災

危
機
管
理
課
長
＝
樋
口
哲
也

▽
総
務
部
情
報
広
報
課
長
（
兼
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
長
＝
春
田

昌
寿

▽
市
民
部
市
民
課
長
＝
吉
田
み
ず
ほ

▽
市
民
部
環
境
課
長
＝
小
濱
道
隆

▽
市
民
部
長
寿
社
会
課
長
（
兼
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

＝
川
口
幹
夫

▽
産
業
部
農
業
振
興
課
長
（
併
）

農
業
委
員
会
事
務
局
長
＝
松
岡

猛
彦

▽
産
業
部
企
業
誘
致
・
商
工
振
興

課
長
（
兼
）
企
業
誘
致
推
進
室
長

（
兼
）
就
活
支
援
室
長
＝
東
嶋

陽
一

▽
産
業
部
観
光
課
長
（
兼
）
観
光

戦
略
室
長
＝
力
武
敏
朗

▽
建
設
部
土
木
管
理
課
長
＝
峯

憲
和

▽
建
設
部
道
路
河
川
課
長
＝
溝
江

龍
史
朗

▽
建
設
部
都
市
政
策
課
長
＝
樋
口

繁
義

▽
建
設
部
都
市
政
策
課
主
幹
（
併
）

土
地
開
発
公
社
事
務
局
長
＝
峯

敬
文

▽
建
設
部
下
水
道
課
長
＝
山
口
公
良

▽
水
道
部
工
務
課
長
＝
原
口
功

▽
教
育
委
員
会
教
育
施
設
課
長
＝

吉
永
大
輔

◆
５
月
15
日
付
け
人
事
異
動

異

動

者

● 問合先  総務課職員係（☎㉓２１２７）
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インフォメーション

■　異動者数　121 人

▷部長級　　 10 人（男性 10 人、女性  0 人）

▷課長級　　 17 人（男性 16 人、女性  1 人）

▷副課長級　 13 人（男性 13 人、女性  0 人）

▷係長　　　 22 人（男性 16 人、女性  6 人）

▷主査・主任 20 人（男性  7 人、女性 13 人）

▷一般職員　 39 人（男性 27 人、女性 12 人）

▽
（
出
向
）
佐
賀
県
西
部
広
域
環

境
組
合
＝
長
野
史
朗

【
副
課
長
級
】

▽
総
務
部
税
務
課
副
課
長
（
兼
）

市
民
税
係
長
＝
吉
原
正
一

▽
総
務
部
税
務
課
収
納
対
策
室
長

＝
木
寺
洋
司

▽
総
務
部
情
報
広
報
課
副
課
長

（
兼
）
広
報
係
長
＝
松
尾
忠
徳

▽
産
業
部
農
業
振
興
課
副
課
長

（
兼
）
農
政
企
画
係
長
＝
松
尾

利
矢

▽
産
業
部
農
山
漁
村
整
備
課
副
課

長
（
兼
）
林
務
水
産
係
長
＝
松

尾
俊
彦

▽
建
設
部
土
木
管
理
課
副
課
長

（
兼
）
公
園
・
空
き
家
対
策
係

長
＝
原
利
彦

▽
建
設
部
道
路
河
川
課
副
課
長

（
兼
）
道
路
係
長
＝
大
川
内
孝
德

▽
建
設
部
下
水
道
課
副
課
長
（
兼
）

工
務
係
長
＝
吉
富
竜
治

▽
建
設
部
伊
万
里
湾
総
合
開
発
・

国
道
対
策
課
副
課
長
（
兼
）
港

湾
振
興
係
長
（
兼
）
国
道
整
備

促
進
係
長
（
兼
）
政
策
経
営
部

国
際
戦
略
室
副
主
幹
（
併
）
土

地
開
発
公
社
＝
土
井
清
隆

▽
建
設
部
伊
万
里
湾
総
合
開
発
・

国
道
対
策
課
副
課
長
（
兼
）
国

道
整
備
促
進
係
副
主
幹
（
併
）

土
地
開
発
公
社
副
事
務
局
長

（
兼
）
業
務
係
長
（
兼
）
事
業

係
長
＝
前
田
政
和

▽
水
道
部
管
理
課
副
課
長
（
兼
）

管
理
係
長
＝
末
石
雅
彦

▽
水
道
部
工
務
課
副
課
長
（
兼
）

工
務
係
長
＝
吉
永
幸
治

▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
副
事

務
局
長
（
兼
）
選
挙
係
長
（
併
）

公
平
委
員
会
事
務
局
副
事
務
局

長
（
兼
）
係
長
＝
谷
川
智
浩

【
係
長
級
】

（
係
　
長
）

▽
総
務
部
総
務
課
行
政
係
長
＝
松

尾
省
吾

▽
総
務
部
税
務
課
収
納
対
策
室
係

長
＝
井
本
由
美
子

▽
総
務
部
情
報
広
報
課
情
報
推
進

係
長
＝
田
中
隆
太

▽
政
策
経
営
部
財
政
課
財
政
係
長

＝
水
野
宏
樹

▽
政
策
経
営
部
男
女
協
働
推
進
課

男
女
協
働
推
進
係
長
＝
松
尾
愛

▽
政
策
経
営
部
伊
万
里
暮
ら
し
応

援
課
婚
活
応
援
係
長
＝
中
島
和

美
▽
市
民
部
市
民
課
記
録
管
理
係
長

＝
前
田
秀
一

▽
市
民
部
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
係
長
＝
濱
田
智
史

▽
市
民
部
長
寿
社
会
課
介
護
給
付

係
長
＝
山
下
勝
彦

▽
市
民
部
長
寿
社
会
課
高
齢
福

祉
・
介
護
認
定
係
長
＝
﨑
元
輝

▽
市
民
部
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長

＝
田
中
克
典

▽
産
業
部
農
業
振
興
課
営
農
流
通

係
長
（
兼
）
政
策
経
営
部
国
際

戦
略
室
副
主
幹
＝
貞
方
聡
郁

▽
産
業
部
観
光
課
伊
万
里
ブ
ラ
ン

ド
係
長
（
兼
）
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
係
長
＝
林
淳
也

▽
建
設
部
土
木
管
理
課
管
理
係
長

＝
岸
川
修
二

▽
建
設
部
都
市
政
策
課
都
市
計
画

係
長
（
兼
）
松
島
搦
ま
ち
づ
く

り
推
進
係
長
（
兼
）
政
策
経
営

部
国
際
戦
略
室
副
主
幹
（
併
）

土
地
開
発
公
社
＝
馬
場
芳
史

▽
水
道
部
工
務
課
維
持
係
長
＝
鶴

田
宏
樹

▽
水
道
部
工
務
課
水
道
施
設
係
長

＝
山
﨑
豪

▽
水
道
部
浄
水
場
管
理
事
務
所
浄

水
係
長
＝
小
寺
隆
洋

▽
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
＝
原

晶
子

▽
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
総

務
企
画
係
長
（
兼
）
教
育
施
設

課
教
育
施
設
係
副
主
幹
（
併
）

政
策
経
営
部
企
画
政
策
課
総

合
教
育
推
進
係
副
主
幹
＝

佐
々
木
俊
明

▽
教
育
委
員
会
教
育
施
設
課
教
育

施
設
係
長
＝
田
中
鉄
男

▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
長
（
兼
）
市
民
図
書
館
う

ち
ど
く
推
進
室
副
主
幹
＝
山
浦

加
代

（
主
査
・
主
任
）

▽
総
務
部
（
主
査
）
＝
湯
村
慶
、

三
原
隆
広
、
川
添
和
也
、
松
尾

修
、
辻
真
美

▽
政
策
経
営
部
（
主
査
）
＝
武
藤
寛

▽
市
民
部
（
主
査
）
＝
中
島
佳
代
、

福
野
千
登
美
、
末
吉
亜
紀
、
福

島
美
和
、
江
頭
洋
子
、
中
山
裕

文
、
松
尾
美
由
紀

▽
市
民
部
大
川
保
育
園
（
主
任
）

＝
樋
渡
千
恵

▽
市
民
部
南
波
多
保
育
園
（
主
任
）

＝
中
野
美
智
代

▽
建
設
部
（
主
査
）（
併
）
土
地

開
発
公
社
＝
乾
裕
美

▽
水
道
部
（
主
査
）
＝
松
本
良
子

▽
農
業
委
員
会
（
主
査
）
＝
岩
野

江
利
子

▽
教
育
委
員
会
（
主
査
）
＝
田
中

敏
郎

▽
教
育
委
員
会
（
主
査
）（
併
）

総
務
部
＝
小
副
川
律
子

【
一
般
職
員
】

▽
総
務
部
＝
古
賀
大
輔
、
川
原
本

気
、
池
田
晃
樹
、
木
寺
真
美

▽
総
務
部
（
併
）
教
育
委
員
会
＝

丸
田
大
暁

▽
政
策
経
営
部
＝
丸
尾
靖
司
、
合

戸
矢
一
、
前
島
裕
輔

▽
市
民
部
＝
山
﨑
慶
太
、
多
久
島

景
子
、
前
田
昭
子
、
中
島
奈
美

子
、
松
尾
希
美
、
前
田
聖
、
古

賀
淳
子

▽
市
民
部
（
併
）
教
育
委
員
会
＝

福
田
真
実

▽
産
業
部
＝
市
丸
浩
人
、
井
手
功

三
、
松
本
大
輔
、
井
本
久
子
、

吉
田
有
里
、
桑
本
祥
平

▽
建
設
部
＝
岩
野
史
明
、
松
尾
郁

也
、
倉
冨
勲
、
池
田
靖

▽
建
設
部
（
併
）
水
道
部
＝
江
﨑

早
耶
佳

▽
建
設
部
（
併
）
土
地
開
発
公
社

＝
古
賀
恭
輔
、
山
本
圭
悟
、
川

添
悠
輔

▽
出
納
室
＝
今
泉
志
保

▽
水
道
部
＝
椛
島
宏
樹
、
川
本
成

人
、
松
尾
由
理
、
大
川
内
慎
二

▽
水
道
部
（
併
）
建
設
部
＝
南
亦
以

▽
教
育
委
員
会
＝
中
島
友
輝
、
光

田
太
郎

▽
教
育
委
員
会
（
併
）
総
務
部
＝

今
泉
武
士
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● 問合先
▷市県民税、国民健康保険税について　　税務課市民税係　　 （ 　☎㉓２１４８）
▷固定資産税について　　　　　　　　　税務課固定資産税係（ 　☎㉓２１４９）
▷口座振替、納税相談について　　　　　税務課収納対策室    （ 　☎㉓２１５２）

　集合徴収市税（市県民税、固定資産税、国民健康保険税）の納付が、６月から始まります。納税通知書、全
期前納用納付書、第１期と第２期の納付書（ただし、口座振替の利用者には、納税通知書のみ）を納税義務者
に６月中旬に郵送しますので、最寄りの金融機関またはコンビニエンスストアで期限内に納付してください。
また、固定資産税の課税対象者には、課税明細書を同封しますので、資産内容を確認してください。

■ 集合徴収市税の納期

　６月から翌年３月までの 10 期です。ただし、税額によっては納期数が少ない場合もあります。

■ 納付方法・納期限

▷納付書
　納期が属する月の月末（12 月のみ 25 日）です。
※月末が土・日曜日、祝日の場合は、翌営業日になります。

▷口座振替
　振替日は、毎月 26 日（12 月のみ 25 日）です。
※振替日が土・日曜日、祝日のときは、翌営業日になります。
※振替できなかった場合は、翌月 10 日に再振替をします。

振替方法を、『一括から期別納付』に、も
しくは『期別から一括納付』に変更、ま
たは廃止する場合は、６月14 日（木）ま
でに税務課収納対策室に連絡してくださ
い。納税通知書が届いてからでは、間に
合わないことがあります。

振替方法の変更・廃止はお早めに

口座振替を利用する人へ

■ 国民健康保険税の軽減（５割・２割）の判定所得基準が引き上げられました

▷国民健康保険税額の５割軽減・２割軽減の判定所得基準額

５割軽減の対象 ２割軽減の対象

改正前 合計所得金額が（33 万円＋被保険者数×
27 万円）以下の世帯

合計所得金額が（33 万円＋被保険者数×
49 万円）以下の世帯

改正後 合計所得金額が（33 万円＋被保険者数×
27 万 5000 円）以下の世帯

合計所得金額が（33 万円＋被保険者数×
50 万円）以下の世帯

６月から市税の納付が始まります

■ 国民健康保険税の課税限度額が変わりました

▷賦課限度額（基礎〈医療保険〉分）改正前：54 万円　改正後：58 万円
※後期支援分（19 万円）・介護保険分（16 万円）の改正はありません

▷口座振替が便利
　納税には、納付に行く手間や納め忘れの心配がなくなる『口座振替』が便利です。希望する人は、市内金融機関また
は市役所で申し込んでください（申し込む際は、通帳の届け出印が必要です）。

▷一括納付がお得
　納付書または口座振替で納付する人（普通徴収）は、７月２日（月）までに年額を一括納付（全期前納）すると、市
県民税および固定資産税には全期前納報奨金制度（※ 1）（※ 2）が適用されます。年間の納付額が最大で約 1.7 ㌫（上
限５万円）少なくなります。報奨金の額は、納税通知書で確認してください。

（※ 1）全期前納報奨金制度は、市税の滞納がある人や報奨金の額が 100 円未満になる人には、適用されません。
（※ 2）全期前納報奨金制度の対象となる人が一括納付する場合、コンビニエンスストア・ヤフーアプリでの取り扱いは
　　　できません。

▷納税相談の利用
　失業や長期入院などの理由で納税が困難な場合は、分納などの相談を受け付けます。また、借金返済や家計状況に悩
んでいる場合は、ファイナンシャルプランナーによる家計改善に向けた相談（※ 3）をご利用ください。

（※ 3）相談日（予約制） … 毎月第２火曜日、第４日曜日

■ 納税のお勧めポイント
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インフォメーション

あ
な
た
の
ま
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す

　
市
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
・
振
興
を
図
る
た
め
、『
ス
ポ
ー

ツ
基
本
法
』
に
基
づ
き
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
を
委
嘱
し
て
い
ま

す
。
任
期
は
２
年
で
、各
町（
地
区
）

に
３
人
ず
つ
、
合
計
39
人
を
配
置

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

通
し
て
、
楽
し
く
健
康
的
な
生
活

が
送
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
の
で
、｢

運
動
を
始
め
た

い｣

、｢

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
い｣

な
ど
、
気
軽
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

●

主
な
役
割

　
地
域
住
民
や
各
種
団
体
、
行

政
・
教
育
機
関
の
要
請
に
応
じ
て
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
や

大
会
の
企
画
運
営
な
ど
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
事
業
に
対
す
る
助
言
、
協

力
を
行
い
ま
す
。

●

主
な
活
動

　
市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
（
７
月
）
や
ラ
ジ
オ
体
操
会
（
８

月
）、
伊
万
里
さ
わ
や
か
ス
ポ
レ
ク

祭
（
３
月
）、各
町
（
地
区
）
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
随
時
）
の
企
画

運
営
の
ほ
か
、
伊
万
里
ウ
オ
ー
ク

（
11
月
）、
伊
万
里
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
（
１
月
）
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
行

事
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
月
の
定
例
研
修
会
を

は
じ
め
、
県
・
九
州
レ
ベ
ル
の
研

究
大
会
や
実
技
研
修
会
に
参
加
し
、

指
導
力
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

●

問
合
先
　
体
育
保
健
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
（
☎
㉓
３
１
８
７
）

町（地区） 氏　名

伊万里 池田 レイ子㉑ 岩永 哲一郎⑪ 木須 磨貴子⑩

牧　島 犬塚　晃⑬ 黒川 美由紀④ 廣川 勝一③

大　坪 松田　恵⑪ 田中 省吾⑨ 山口 重樹⑦

立　花 百田 勝洋⑬ 前山 美加⑨ 田中 武宣⑤

大川内 副島 裕介⑬ 嶋田 竜也③ 山田 聖奈②

黒　川 小旗 寛十郞㉑ 脇山 幸次⑪ 﨑田 ちづこ⑤

波多津 柴田 結子⑧ 原田 圭輔④ 田中 浩一③

南波多 小原 礼子㉑ 江口 泰彦⑪ 浦田 尚徳①

大　川 大坪 秀樹⑦ 音成 千穂子③ 池田 裕城①

松　浦 原口 尚紀⑨ 大川内さゆり⑨ 百武 智治⑤

二　里 前田 美弥子⑨ 峯　侑平⑤ 川島　剛①

東山代 東島 雅子⑤ 福田　剛③ 中倉 啓介①

山　代 石橋 由紀子⑦ 橋本 拓郎⑤ 力武 英一郎④

↑ラジオ体操会

↑伊万里ウオーク
※敬称略
※氏名の後の数字は、委員の経験年数

熱 中 症 に ご 用 心

脇の下・太もものつけ
ねなどを冷やす

飲めるようであれ
ば水分を少しずつ
頻回に取らせる

水
分

　熱中症の原因には、気温と湿度の上昇が関係しています。夏の炎天下だけではなく、梅雨明
け前後も注意が必要です。また、運動や仕事をした時だけでなく、家の中でじっとしていても
熱中症になることがあります。

▷部屋の温度をこまめにチェックする
▷室温が 28 度を超えないように、エアコンや　
扇風機を上手に使う
▷のどが渇かなくてもこまめに水分を補給する
▷外出時は体をしめつけない涼しい服装で、日　
よけ対策をする
▷日頃から栄養バランスの良い食事と体力づく　
りをする
▷無理をせず、適度に休憩をとる

■ 熱中症の予防法

◆こんな時は、ためらわずに救急車を呼びましょう
・自分で水が飲めない、脱力感やけん怠感が強く動けない場合
・意識がない（おかしい）、全身のけいれんがあるなどの症状がある人を発見した場合

▷涼しい場所へ移し、衣服を緩め、安静に寝かせる
▷エアコンをつけ、扇風機やうちわで
　風をあて、体を冷やす

■ 熱中症になったときは（応急処置）

● 問合先　伊万里消防署消防２課救急係（☎㉓１１９９）
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インフォメーション

　
定
期
的
な
健
康
診
断
の
受
診
や

運
動
な
ど
、
自
主
的
な
健
康
づ
く

り
活
動
を
行
っ
た
場
合
に
一
定
の

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
ポ
イ
ン
ト

が
た
ま
る
と
特
典
を
交
付
し
ま
す
。

●

対
象
者
　
特
定
健
診
の
対
象
と

な
る
40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者

●

ポ
イ
ン
ト
・
付
与
対
象

▽
15
ポ
イ
ン
ト
　
特
定
健
診
、
人

間
ド
ッ
ク
の
受
診

▽
５
ポ
イ
ン
ト
　
が
ん
検
診
の
受

　
診
（
何
種
類
受
診
し
て
も
５
ポ

イ
ン
ト
）、
週
１
回
以
上
の
定

　
期
的
な
運
動
の
実
施

※
対
象
期
間
は
１
月
１
日
〜
12
月

31
日

●

達
成
要
件
　
20
ポ
イ
ン
ト
以
上

●

ポ
イ
ン
ト
特
典
（
４
０
０
人
）

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄き

附ふ

金
の
返
礼

品
（
２
０
０
０
円
相
当
）
か
ら

希
望
の
一
品
を
交
付

伊
万
里
市
国
保
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
案
内

●

ボ
ー
ナ
ス
特
典
（
４
０
０
人
）

　
ポ
イ
ン
ト
特
典
申
込
者
が
、
前

年
度
の
特
定
健
診
を
受
け
て
い

な
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

を
紹
介
し
、
紹
介
さ
れ
た
人
が

平
成
30
年
内
に
特
定
健
診
を
受

診
す
れ
ば
各
種
が
ん
検
診
（
前

立
腺
、
肺
、
大
腸
、
胃
、
子
宮
、

乳
）
す
べ
て
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

（
平
成
31
年
度
が
ん
の
集
団
検

診
用
）
を
交
付

※
ポ
イ
ン
ト
特
典
・
ボ
ー
ナ
ス
特

典
は
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

※
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
兼
特
典
申
請

書
は
、
特
定
健
診
会
場
と
長
寿

社
会
課
で
入
手
で
き
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●

問
合
先

　
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係

（
　
☎
㉓
２
１
５
３
）

①旧波多川小学校跡地
▷所在地　南波多町水留字前平 3855 番ほか１筆
▷地　目　雑種地
▷面　積　11,923 ㎡
▷予定価格（最低売却価格）　3,920 万円

②旧市民病院跡地
▷所在地　二里町大里乙１２７１番１他４筆
▷地目　宅地、里道
▷面積　11,812.21 ㎡
▷予定価格（最低売却価格）　8,730 万円

【①・②共通事項】
● 売却方法　一般競争入札　● 入札参加事前申込期限　７月 10 日（火）
● 入札日　７月 31 日（火）　● 申込・問合先　財政課管財係（　☎㉓２１１３）

位置図

現況写真

▌ 市 有 地 を 売 却 し ま す ▌

土地の形状

位置図

現況写真

土地の形状

谷口ＩＣまで約１㎞と
近く、福岡方面へのア
クセスが良い土地です
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市
の
入
札
（
見
積
も
り
）
に
参
加

す
る
た
め
に
は
、『
指
名
を
受
け
る

資
格
を
有
す
る
業
者
』
と
し
て
の

事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、

半
期
に
一
度
の
追
加
申
請
受
付
を

実
施
し
ま
す
。な
お
、こ
の
登
録
は
、

参
加
指
名
を
約
束
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●

対
象
業
種

①
物
品
関
係（
物
品
の
購
入
、修
繕
、

製
造
、
賃
貸
借
な
ど
）

②
建
設
工
事
、
測
量
お
よ
び
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
委
託
、

維
持
管
理
等
業
務
委
託

●

資
格
有
効
期
間

①
物
品
関
係
（
18
か
月
）

　
10
月
１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日

②
建
設
工
事
、業
務
委
託（
６
か
月
）

　
10
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日

●

受
付
期
間

　
６
月
４
日（
月
）〜
７
月
６
日（
金
）

必
着

●

提
出
書
類

　
業
種
に
よ
っ
て
提
出
書
類
が
異

な
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
契
約
監
理
課
に
備
え
付

け
の
要
領
を
確
認
の
う
え
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
請
・
問
合
先

　
契
約
監
理
課
契
約
監
理
係

（
　
☎
㉓
２
１
７
６
）

インフォメーション

児
童
手
当
の
現
況
届
は

忘

れ

ず

に

　
児
童
手
当
は
、
毎
年
現
況
届
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
届
け
出
を

し
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
期
間

内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●

対
　
象
　
児
童
手
当
を
現
在
受

給
し
て
い
る
人
で
、
中
学
校
３

年
生
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
（
公
務
員
を
除
く
）

●

受
付
方
法
　
窓
口
受
付
（
福
祉

課
）、
郵
送
受
付
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
（
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
〔
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
使
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
〕）
に
よ
る
受
付

●

受
付
期
間

　
６
月
６
日
（
水
）
〜
29
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

※
郵
送
は 

６
月
29
日
（
金
）
必
着

●

窓
口
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

※
火
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

●

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
も
の
）

▽
受
給
者
（
保
護
者
）
の
健
康
保

険
証
の
コ
ピ
ー

※
国
民
年
金
加
入
者
は
除
く

▽
児
童
が
市
外
在
住
の
場
合
は
、

児
童
の
住
民
票
謄
本

●

問
合
先
　
福
祉
課
子
育
て
支
援

係
（
　
☎
㉓
２
３
１
０
）

有
資
格
業
者
登
録
申
請

（
指
名
願
）
の
追
加
受
付

　
空
き
地
な
ど
に
雑
草
や
樹
木
が

繁
茂
す
る
と
、
や
ぶ
蚊
や
ハ
エ
な

ど
の
害
虫
の
発
生
や
、
ご
み
の
不

法
投
棄
を
招
く
な
ど
、
近
隣
の
生

活
環
境
が
損
な
わ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
土
地
を
所
有
・
管
理
し
て
い
る

人
は
、
定
期
的
に
草
刈
り
や
樹
木

剪せ
ん
て
い定
を
行
う
な
ど
、
適
正
に
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

●

問
合
先

　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
４
）

空
き
地
な
ど
は
適
正
に

管
理
し
ま
し
ょ
う

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
4
月
１
日
〜
30
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼
歯
ブ
ラ
シ
　
６
０
０
本

　
伊
万
里
・
有
田
地
区
歯
科
医
師
会

▼
石
製
ベ
ン
チ
一
式  

ニ
ッ
コ
ロ
会

《
教
育
振
興
奨
励
基
金
》

▼

十
万
円

　
前
川
　
日
司
（
大
川
内
町
市
山
）

▼

五
万
円
　
ニ
ッ
コ
ロ
会

▼

は
篤
志
寄
付
で
す
。

　
５
月
17
日
、
黒
川
町
の
鉄
鋼

メ
ー
カ
ー
、
株
式
会
社
宝
山
工
業

が
新
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
に
伴

い
、
同
社
と
市
は
立
地
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
既
存
工
場
に
隣
接
し
た
敷
地
に

新
工
場
を
建
設
し
、
切
断
工
程
を

自
動
化
し
た
レ
ー
ザ
ー
加
工
設
備

を
県
内
で
初
め
て
導
入
予
定
。
高

精
度
か
つ
短
時
間
で
の
加
工
が
可

能
と
な
り
、
生
産
性
の
向
上
が
見

込
め
ま
す
。

　
本
多
正
臣
代
表
取
締
役
は
、｢

こ

の
設
備
の
導
入
に
よ
り
、
短
時
間

株
式
会
社
宝
山
工
業
と
立
地
協
定
を
締
結

　
４
月
25
日
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
な
ど
を
手
が
け
る
Ｉ
Ｔ
企
業
、

エ
ン
ザ
ン
ト
レ
イ
ズ
株
式
会
社

（
東
京
都
台
東
区
）
が
伊
万
里
市
に

進
出
し
、
同
社
と
市
は
進
出
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
年
４
月
に
運
用
開
始
し
た
市

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
オ
フ
ィ
ス
『
バ
ン

リ
ビ
ル
』
へ
の
入
居
第
１
号
と
な

り
、
平
成
31
年
４
月
頃
に
操
業
開

始
予
定
。
５
年
間
で
地
元
か
ら
10

人
を
雇
用
す
る
計
画
で
す
。

　
協
定
の
締
結
式
で
鍋
嶋
正
孝
代

表
取
締
役
社
長
は
、｢

地
域
に
根
付

エ
ン
ザ
ン
ト
レ
イ
ズ
株
式
会
社
と
進
出
協
定
を
締
結↑｢ 自治体のサポート体制が整っている

　ことも進出理由の一つ｣と話す鍋嶋社長
↑ ｢13 人の新規雇用を計画している ｣
　と話す本多代表取締役（左）

い
た
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
て
、

伊
万
里
市
の
発
展
の
力
に
な
り
た

い｣

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

労
働
で
も
運
用
可
能
に
な
る
。
従

業
員
の
働
き
方
改
革
に
も
つ
な
げ

た
い
。｣

と
話
し
ま
し
た
。
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